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寒川町個人情報
保護箱貰連首審議会
平成】=/月ィ日受付 寒教学第825-1号

Tt25年 1月 16日

剰 |1町雷人怜報保産制度運営著議会

会長 中 局 幸 時 棟

寒川町敏吉委員会委員躍 鈴 木宏文

学校と警察の連携制度に関する協定書締結の可否に関する語問書ついて (提出)

このことについて 細 ‖町鶴人情報保護条tF4第8条第3項第5号及び第9条第1項第4号に基

づき ,1添手策についてご審騒いただきたくRS間書を援出致しまえ

t握出する踏問を】

何人情報保触欄度運営審議会播間各 (目的外の利用 換 挟に関する語問楽件)

傾人情“操鰻幌度超旨季密会活問書 (本人以外からの収菓に関する語個察件)



条例"8茶 第3項第5号の規定に基づく本人以外からの収架に関する諮問安件

スび第4取 ただし挙の焼定に基づく本人遜知省時の詩問架件

(側人情vR保護制度運営筆議会詩円日)

梁件符号の柵は 請 円の際に遍 し番号を付けるので 記 入 しないこと

木 ■ = HI●

姿件番号  夕 ε

F r膏 裸 軒 ち 教育委員会 学 校教育課

抑

人

情

報

取

lt

Ⅲ

維

名 称 学校と挙察との相互連社に係る事務

的

児童 生 従の非行 ljJL波び健全育成をH的 とした学校と警察のさ携

による児童 生 従への指導 支 援活動の有効な展開のため

根 拠 法 十 年 学校と誉察の相互速境に係る協定書

学trと撃察の十日五連機に係る実施要領

州欲となる個人t7p顎型 散当の児童 生 ,t

本人以外から収生する

個 人 情 報 の 項 目そ

核当の児主 生 と々の氏名 生 年月日 年 齢 住 所 学 年 組

当該事☆の概要に関する内容

当該打緊に係る関係当事者への速補状況 (保護者 (産定代理人を

含む)へ の連絡)に 関する内容

収 集 先 神奈川県挙紳 r部及び各挙察留

本人以外から収集する理由 (その必要性など)

数百委員会と警察本部が 相 互に児ま 生 従の何人情報を据供し索略に連携して児童 生 徒

文援に活用することにより 児 虚 生 往の確全育成 非 行防止及び犯罪校奮防止を日るため

(詳細は 「協定書J及 び 唆 施要観Jを 参‖願います.)

粂例"る 粂"4項 の規定による本人通知

□ す  る

日 し ない (理由)

本人及び保護者通加は 原 則として行うが 児 童は行のケース等の場合は

本人に危告か及ぶ恐れがあるため 保 護者通知は行わない,



条例第9条 第1項第4号 の規定に基づく目的外の利用 提 供に関する詩間案件

及び第2項ただし書の規定に基づく本人通如省路の話間秦件

(個人情報保護制度運営努議会静問用)石

緊作番号  イ ア

個

人

情

報

保

有

融

帯

課  等  る 教育委員会 年 枝教育挫

個人情報取扱

章務 の名 称

学校と挙乗との相互連携に係る事務

対 象 とな る

個 人 の 類 型

該当の児童 生 従

利用 提 供す

る記録の名都

児童 生 徒の健全育成を推連する連絡粟

連絡票に記載される内容

該当の児童 生 徒の氏名 空 年月日 午 齢 住 所 学 年 紙

当骸事茶の概要に関する内容

当骸事案に係る指導状況にlgする内容

当該事舞に係る関係当事務への進緒状況 (保護者 (法定代理人を

合む)へ の連絡)に 関する内容

利 用  提 供 先

神剤 川県警察本部及び各響秦署

取扱目的以外に利用 提 供する理由 (その必要性や本人から収集しない理由など)

教育委員会と害練本部が 相 互に児童 生 徒の個人情報を提供し緊密に連戦 して児童 生

従支援に活用することにより 児 童 生 徒の健全育成 非 行防止及び朽L罪被告防止を図るた

め。

(詳細は 「協定書J及 び 「実施要領」を参照願います。)

条例第 9条第 2項 の規定による本人 tE知

□ す  る

日 し ない (2F出)

本人及び保護者通知は 原 Rと して行うが 児 童唐令のケース等の場合は

本人に危害が及ぶ恐れがあるため 保 護者通知は行わない。

条件審号の欄は 語 間の際に適し番■を付けるので 記 入しないこと。



学校 と警察 との相工連携 に係 る海定書 体 )

却 |1町教育套員会 (以下 「教育委員会」という。)と 神奈川県孝象本部 (以下 「警京本部jと い

う。)と は 児 = 生 徒支援のための学校と韓察との相互連携について 次 のとおり協定を締結す

る。
また 協 定の運用に当たつては こ の協定の目的を海脱することなく 児 褒 生 徒支援 指 導を

行う上で、要に相工連携が必要な場合に限り 情 報提供するものとする

(目的)
第 1条  こ の臨定は 激 首委員会と警察本部が 相 三に児童 生 徒の担人情報を提供し緊密に選競

して児重 生 発支援に活用することにより 児 ■ 生 徒の驚全育成 非 行防止及び犯罪絞書防止

を図ることを目的とする。
(定義)

第2条  こ の臨定において次の各号に掲げる用冊の意機は 当 骸各号に定めるところによる
(1)非 行祭□ 祭 走族等 継 統的に犯罪行為等を繰り返す集団をい,。
(2)犯 罪行為等 速 法行為及び不良行為 (鉄楢、喫煙 深 夜はいかいその他自己スは也人の徳性
を害する行為)を いう。

(轍 関〉
第 3条  こ の授定において 連 携を行う機関 (以下 「連携機関」という )は  次 におげるものと

する。
(1)教 育委員会並Jに 知 町立の小学技及びや学校 (以下 r学校Jと いう。)
〈21善 象本部及び神奈川県内に所とする害療署 (以下 「警秦Jと いう。)
(連携の内容)

第4条  連 携機関は、一般的な蓮鵠はもとより 相 互に児童 生 徒の個人情報を援供し 必 要に応
して海鶴を行い 健 全育成 非 行防止及び犯罪被官防止を図るものとする。

(情報提供する手衆)
第 5条  こ の協定により速録機関が経供する情報は 次 の事案に係るものとする。

(1)革 秦から学校へ揖供する事崇
ア 児 童 生 徒を選捕又は身柄通告した学集
イ 非 行集団に関係する児童 生 徒の事集
ウ 児 量 生 徒の犯罪行為等のうち他の児童 生 徒に影率を及ぼすおそれのある手集
工 児 童 生 笹Dt犯罪行為年を繰り返している事秦
オ 児 注 生 徒が犯罪の技害に通うおそれのある手楽

(2)学 校から害宗へ援供する車案
ア 犯 罪行為等に関する事実
イ い じめ 児 的皆待等に隠する事察
夕 非 行集団に関する事策
工 案 物年に関する事楽
オ 児 室 生 徒が犯罪の被害に道うおそれのある手菓

(情報提供の内容)
第6条  こ の協定により選携機関が提供するや線は 次 の内容とする。

(1)善東から学枚へ提供する内容
ア 当 藤手案に採る児童 生 後の氏れ 生 年月日 午 齢 住 所 学 年 組 にlgする内容
イ 当 献Ⅲ員のこ耳にBgする内容
ウ 当 厳事案に41る関係当喜者への連絡状況 (保態者 (法定代理人を含む、以下同じ6)へ の
速お)に 関する内容



(2)学校から善森‐lE■tる 内容
ア 当 ― に係る児童 生 後の氏を 生 年月日 午 齢 住 所 学 年 級 に関する内容
イ 当 藤事案の転震に関する内容
ク 事 案に係る指導状況にBgする内容
工 当 磁革崇に係る関係当奉者への連絡状況 (保理者への道緯)に 関する内容

(相互遵携の従手普及び方法)
第 7条  相 百遣携のための情報提供及び収集は 技 章又は枝景があらかじめ指定する者及び警察署
長又は善秦暑妥があらかじめ指定する者が所定の 「児と 生徒の健全育成を推進する連f4rJ(以
下 r連絡栗」という。)を もつて行う。ただし、床魯の場合は 日 頭で情報提供した後 連 絡票
をもって行うものとする。
(秘密の保持)

第 8条  連 携機関は 収 集 鶴 供した4r報について、次のとおり取扱うものとする。
(1)秘 密の保持を徹底する。
(2)収 集 握 供した連絡栗 (写しを含む。)の 保存期限1ま1年 関 (拘抗日の属する年度の翌年度
末まで)と し 保 存期限を過ぎた達贈票は確実に廃票する。

(3)収 集した情報は こ の協定の目的以外の目的に利用し 又 は蓮法機関以外のものに提供して
はならないも

(選携機関の費務)

第 9条  こ の鶴定に係る連携を行うに当たっては、連携機関は決の事「Rに努めなければならない。
(1)提 供する情報については 正 確を飼すること。
(2)児 童 生 徒への対応に当たっては、この観定の目的を踏まえ 弦 育効果及び鶴全育成に配慮

した適正な措置を韓することも
(3)告 察は、収集した情報を犯罪観査に利用しないこと。また、学校は 収 集した情報を児童
生後に不利差処分を課すために利用しないこと。

14)学 校が情報提供をするに当たっては 児 i 生 徒に対し保産者と連接 して十分な支援 指 率
を81み重ねた上で行うこと。

は 8El
第10条 連 携機日は こ の臨定の運用状況について 毎 年度検紅し そ の検証結果に応して必要な
措置を無するものとする。
(協動

第11条 こ の海定を円滑に実施するため、と憐機関は必要に応じ 機 践を行うことができる。
(簿●Jl

第12条 こ の機定は 平 成25年 4月 1日 から施行する。

この協定の成立を証するため こ の機定書を2通 峠成し 寒 川町教育委員会教育長及U韓 奈川県
導崇本部長が記ち押印の上 各 自その1通 を保有する。

平成 25年 4月 1日

剰 叫町教育客員会
敬市長  大 淳 文 様    印

神 奈 川 県 善 策
本部長           印



学校と書察と04B工 連機に係る実な要営 ∞

知 |1町協首委員会

目次

第1キ DRl(第 1条～第4斜

第2手 情 報収負 い 5案～第7条)

第3孝 樹闘戦 停 8条～第■知

熟 章 責 務 僚 1環  第 13菊

癖5率 tRl(第 14斜

llR

第1華 BHl

〔目的)

第1集 こ の要額は、児ま 宮館支援のための学校と書秦とalR朝 に係る臣定書 (以下「鶴

定詢 という。)に をうき 児 童 生 後のは全育成、非行防止及び犯罪被書防止のための

情祖提供及』,怒収集の日滞在実施について必要な章項を定めるものとする。

は体的考えカ

第2集 本 制度は 歓～的配慮のもとに運用されるものであり 警 宗への情報提供に当たって

は 児量 生 徒に対し楳陣首 (法定代理人を合あ 以下同ヒ )と 送擁して十分な支援 指

尊を租み重ねた上で 情 報提供するものとする。
2 学 後は 善豪から収集した情報をもつて 当 藤児童 生徒に対して 不 利益となる取扱い

をすることなく、手菓に関係する児童 生後が健全な学校生活を送ることができるよう、保

障争や善宗とのと券のもとで終続的な支援 常 尊を行うものとする。

(れ 十ヽ繰の保霞)

第3条 児 と 生後の値対神隅については、敬～委員会1出期|1町日人情線保護条例の実施槻閣

として 担 閃青領保確の■要性にかんがみ、道正な取鍛いを確保するものとする。
(漱 巾

第4衆 モ なの従事書は 枚長又は校長があらかじめ指定する者 (以下 蜘  と いう。)

とし 本 制度に係る情報の提供及び取彙を行う。
2 な 長は、管理事務 (「児量 生徒の理台育成を推進する墓絡票」 (以下「連絡舞」という。)
の作成 管 理、保管及び利用奪に関する事務。)を 総播する。

S 情 報の取扱者は、被景又出技長が事案に応して指定する者とする

第2率 偶 的峰

(本人 ― ―伽

第5楽 警 豪おヽら情報をは集した機合は 原則として 複長等は収集した情報の内容を当段児
度 生徒本人に 又 は、当欧児童 生 後の保懸者に通知するものとする。

(「連絡票Jの 受tRI』 県書靭問)

第6終 準 第から情報を収集する場合は 供景寧は 警宗署長又は挙涼霧資があらかじめお定

する者 (以下 「善宗雰長等Jと いう。)お 作`成した 「鞭 駒 を、書索君根奪から手壊しに
より自諏する。

2 児 童 生徒の生命 身体スは財産の安全を守るため緊急おつやとを行raV端合にH頭てや
観を収集した8合 は あ らためて書環碧長効 tltEした 慎酪 殉 を締 る。

3 額 から情報を収集した栂合iま校長等は 怪緒駒 を1年間 〈作成自の民する年度の望



年度来ま0保 存し そ の後 確 実に漠葉するものとする。

(像市乗員会への報告〉

第7条 学 寿から情報を収集した4合 は 撲 ■年は 「連絡棄」の写しにより、遠や力ヽこ強青

奏員会に報告しなければならない

第3卒 情 報提供

(情報提供)

第8条 臨 定書第5条第2号に規定する干泉のうち警察へ情報を提供することができる場合

は 次 のとおりとする。

t)挙 猿の行する専倒的知機や手法が立ちlEりのための支援又は指導に効果があると見

込まれる母合

K2)児 室 生 徒の心身に重大な影害を決t言すおそれめある場合

は人 保壊者への抑

第94 警 療へ情報を掛栄する理合は 原 則として 技 受等は控供する情報の内容忠当腰児
よ 生徒本人に 又 は 当接児= 生 徒の保懐をに通知するものとする。
(「連絡票」の作成及U印 関)

一
   第 10条 学 宗へ情報を提供する場合は 被長年は 「連絡票」を作成し 警 察■掟年に手渡し,

る。
2 児 と 生徒の生命 期片又は財産の安全を守るため緊急力つやむを得ない場合に口顕て竹
級を提供した場合は、あらためて枚長年は 「連絡票Jを 作成し 善 索署景特に手渡しする。

3 肇 豪へ情報を推依した場合は 技長年度 「連絡票」の写しを1年間 (作成日の瓜する年度
の翌年度末ま0保 存し そ の後 確 実に薦手するものとする

(敬宮転A会 への報告 翻

第11桑 笹 え年は 警察へ情報を置供する場合は 「選簿殉 を作成し 車 前に改市書員会に
「と鵜票Jの 写しを提出して承秘を得なければならなし、ただし 児童 生 徒の生命 身 体

又は財産の安全をするため緊急かつ や とを41ない縁合には こ のほりではな↓、
2 敏 市奏員会は 情報提供の足非及び提供する内容について検討し 笹長等に対して必要な
お■及び助旨を行うものとする。

3 お 1項ただし書きに規定する場合は 桜長年は 情 報提供後 「連落票Jの 写しにより 速
やわヽこ激帯委員会に報告しなければならない。

第4字 束 務

(校えの帥

第12集 複 表は、鞭 にこの要領の題音を周知し、雄 が協力して適切にrFBで きる体制
t■ Efる とともに 児童 生徒及U喉 津茸にこの要傾の趣言を周知し 保護者の十分な理
解 鶴力を求めるものとする。
(数有曇員会の輸

第13集 磁 青委員会は 児=生 徒の情報の取換しヽこついて こ の要御D建 旨を登醜すること
なく、各子項が選守されるように努めるとともに 接 長等に対しては 必要な脩導及び助音
を行うものとする。

第5■ 8Rl

(鶏 撤目〉

第14環 こ の要領の実施に当たり必要な事項は、敬青委員会が別に定めることができる。
酷 則

この要傾は、平成25年 4月 1日から実施する。



児舌 生 捷の使全青成を推進する遵補表眸 ,



学校警察連携常J度の概要について

1 制 度棒策の経結
平成14年5月27日 児室 生徒の問題行史督塔饗セ弦ち客岳斐録増學替僚ち客察紫落員など、児童 生 徒を取り巻く状況が宏店す

教育筆員会に対して、また季宗庁から各都道府県挙豪に対して 「学校と奪豪との連携の強
化による非行防止対策の推進についてJお1通達 (jE知)さ れた。

この通達を受けて 学 校と等宗との間で 児 逮 生 徒の非行防止 犯 邪枝脅防止及び客
全育成を図るうえで必要な領人情報を三いに援供することによる 「学校書豪連携研度3の
整綸が始められ 平 成23年 3月 末現在 全 47都道府県において制度が格策されている。

2 制 度格築に係る問題点
本県の個人fr報保態条例では、第8条 の規定により本人外収集が、第 9条 の規定により

目的外控供が制限されていることから、学校が児童 生 徒の個人情報を幹第から収集し、
スは警察へ控供する場合は、各自治件が取にしている個人情報保醸客厳会 (4称 は自治体
により若千異なります)に 意見を開く必要がある。
近韓の東京都 千 葉県 埼 玉県の日人情報保摩条例では 生 徒指導に係る児童 生 後の

日人情報を警崇へ情報提供 (収集〉する毎合は 数 育上必要な脩額のやりとりという判断
, らゝ個人情報保摩孝践会に話聞する必要がないため ほ とんどの市町村敬青委員会と学技
等察連携制度が特集されている。

3 制 度の必要性
本制度の構築により 栖 人情報の取扱いに関するルールが明聴化され 担 人情報の取扱

いについて透明性が確保されることとなる。また 学 校と摯奈との速携がよリー層図られ
ることにより 学 校現場で問題行動を線り返す児遠 生 たの対応に吉慮している教員のtA
担を極滅することができる。

さらに 学 技が問題行動を繰り返す児よ 生 徒の目人情報を書宗に提供し、運発した立
ち直り支援活動を実施しようとした場合 通 常であれば本人及び保護者の同意が必要とな
るが、この制度では本人及び保護者に通知すれば足りる。

4 情 報鴛快 収 集章楽例 (榛須寮市態ヤ安員会 は )
(1)摯 察から学校へ情報提供できる手案

ア 遺 縮又は身柄通告した孝集

う
を密審昌墳

跡籍姦阜爆善あ;看?花秀児童 生徒に影響
工 児 曇 生 捷が犯罪行為等を線り返している事葉
オ 児 注…生徒が犯罪絞害におうおそれのある手質

(2)学接から善募へ情報遊供できる手集
ア 犯 罪行為等に関する章策
イ い じめ 児 拘首待等に関する手集
レ 非 行集団に関する事乗
■ 案物等に関する事衆
オ

※

0人が集まり、11対11のケンカから負持者が出

桜交ま慈を言幸魯た縁母稔擦告宮督密岳信癸格
こ?そ麓嘉こ着籍霊壕梁藩し廷各留哲首阜侵占

:告i景醤暑苫暑骨含骨岳告と驚横雛:格義



制度の運用

ア 逮 捕 身 柄通告した事費
| イ  犯 罪行為を繰り返している事察

88作 (総数の77%)
14作 (総数の12%)

155件(絡数の03%)
7件 (総数の4%)



学校警察連携制度Q&A(概 要編) 垂療紫銘〕隼や蔑晟
賢 間 回 答

Ⅲ

学法書率連携制度はどのような制度です

学技率審通常制度とま

Ｏ

か

学校と筆寮が連携して、児ま 生徒の指導
や立ち直り支優を行うための制度で,6
ポイント
① 児 童 生 徒の井行防止 犯 罪横害防止及
び健全吉成を目的としま汽

② 穏 々の児ま 生 徒や保設者に対して 指
導や支援活動を実施しまえ

⑤ 支 援活動を効果的に実施するために 相
互に児童 生徒の画人情報を控徴します

2 学核喜察連絡協驚会とのおい

0 学 後導審建務臨騎会との違いは何ですか。

0 学 挙連は多くの方々が集まる会荘であり
少年の井行情身や非行防止対策など一般的
な情4R究機の場です

O 学 挙連では、特定の児童 生 徒の個人情
報を扱うことはできません。

O 学 校事察連携制度を構築することにより
問題を抱える児童 生 徒掴々に対応した支
優活動を連携して行うことがで=ま す。

3 協定締結の必要性

O な ぜ 航定を締結する必要があるのですか。

O 今 のままで 連 携制度が樽窯てきないので
すか。

O 個 人情報採態条例の規定によリ キ 技は
警察との間で個人情報の提供 収 集ができ
ません。

③ 児 童 生 徒の氏ち等 最 ほ限の個人情報
も共有せすに 連 携して日すの立ち直り支
援活動を行うことは不可能でi

O 協 定を締結することによリ ル ールを明
強にして 個 人情報の収集 提 供を行える
ようになります。

4 個人隠報保臣条例

O 個 人情報保騒条日との関連を教えてくださ
い Ⅲ

0 学 校は 各 自治体の制定した 「個人情報
保護条閉Jの 栄施機関で丸

0 条 例に 「本人外収集の制限」や 「目的外
利用の制限Jが 規定されていて 特 別な場
合を除き 本 人の同意なしにお寝などの外
部機関との間で個人情報の発供 収 案を行
うことが禁止されています。

O 抵 触すると酸員が 個 人情報保醸条例連
反になってしまいます。

O 厳 定を締結し 定 められた範囲で 壇 人
情報の収集 提 供ができるよう各自治体の
個人情報保陵琴態(査)会の承露を得ます

O 警 察は 神 奈川県個人情報保産条例の実
施機関で 「犯罪の予防Jの ために取り扱う
個人情報fi 条 例上の制限の道月除外を受
けまえ

5 協定締結のメリット

O 協 定締結のメリットま何ですか。

【日人情報保極面】°
囲 豪縁箸「後繰掌饉野捨青覇と握溌?警
ので 個 人情報の保護につながります



【指導 支援活動の面〕
①主予壁握薔奢父ぁ貰様品碁磐寧:豊曇を揖

う体制が確立できま抗
の 児童 生徒が重窟な非行に走ったり 技 きに
■う加に抑止する効果aS期待できまれ

③ 県下各章家暑から 適 館事察杯 良行為を繰
り返している事察などの情報が提様されまえ

O 章 常ヒしない発合でも 学 校と連体しつつ
支援が必要な児童 笙使に 事 察官や少年種較
員が直接支援にあたれるようになりま曳

⑤ 保護者への指導 支線も可船になります。

6 県内の摘描状況

O 県 内の協定の韓結状況はどうですか。

横浜市教育委員会
(‖16年I明 1日締結 同 日運用開始)
神奈川県教育委員会

(H19年8月 28=締結、11月1日迎目関効
0 財 団と大紳翔 ‖県私立中学商等学校協会

(H19年5月 8B臨 結 10月 1日運用開始)

10月 1日 運用開め

8'1日 運用開発)

9月 1日 運用開発)

4月 1日 運用開始)

5月 1日 遠用廓均

10月11日辺君瞬拓)

4月 1日 運用開始)

5月 1日 運用開始)

4月 1日 運用開始)

4月 1日 運用開始)

5月 1日 運用開発)

7月 11日コ再開始)

0月 1日 運用開始)

9月 3日 迎用開す0)

と0月 lE醐 開始)

11月 1日 ]再 開始

11月1日運用開幼

⑤

の

④

⑤

⑥

0

④

0

O

①

0

0

O

O

①

O

①

〇

0

三浦市教育委員会
(H19年7月 268締結
― 市教育委員会

(121年7月 10E締結
芽ヶ晦市教育委員会

(H22年8月 5日締結
経老る市教育安員会

(膨3年3月 17日締結、
大和市鞍育客員会

(H23年4月 18日締結、
小日原市敏育察員会

(lt23年10月6日締緒、
籍寝町転育客員会

(l124年2月 7日締結
伊勢原市教育委員会

他 年 3,5日 締結
潟村原町教育委員会

("24年3,9日 締結
真機町転育委員会

(H24年3月 30日締結
座岡市教育委員会

(H24年4月 12日締結
平爆市教育委員会

l1424年7月 5日務清
槙篠原市教育奏員会

(124年7月 17日締結
案野市鞍市委員会

(J24年7月 26日締結
暉木市教育委員会

(124年8月 21日18結
養川町教育委只会

(H24年10月17日締結、
刊 11村数市委員会

(陀4410月 19日締結

7 全国の強況

O 全 国で学強書韓連ほ制度を運用しているの
は神秦"!県だけですか。

O

O

文部科学省からの遠知をもとに 全 国47
都迫府県で連絡制度D4得集されていま九

関東 1都 5県 では ほ とんどの市町村と
の間で運用しています。



学校警察連携制度Q&A(運 用編)
宏 蘭 答回

1 情報確供喜実

0 警 察からはどのような事案を伯親提供する
のですかも

〔警察から学後への提供手楽】

く横須賀市の捌>
7 児 童 生 徒をお確又は身柄通告した事秦
○ 速 構事案
○ 児 童相談所べ送章又は身稲違告

イ 非 行集日に瞬候する児童 生 tto事 韓
0 児 童 生 徒が盛走張や非行集宙奪に関わつ
ている章景

ウ 児 毒 生 徒の犯昴行為等のうらlLの児■
生縫に影響を及ぼすおそれのある事索

0 連 摘 非 行集団 線 り返しの専未に族当し
なくとも ガ スパシ 万 引=等 の受延がた供
されるなど 他 の児■ 生 後に悪影響を及ぼ
すおそれのある字秦

工 児 童 生 徒が犯罪行お害を繰り返してい
る挙乗
○ 蓮 補又は'品 通告するに至らない手案で
万引き 自 転車座挙を繰り返している事秦

⑥ 不 良行為を擁り返している事案
オ 児 童 生 徒が犯界の紙書に通うおそれの

ある事業
O 福 祉犯や泰行 脅 迫等の技害にjrうおそれ
のある事案

2 崎領提供事察

0 学 後からはどのような事来を情報提供する
のですか。

【学技から奉寮への優供手案】

く強須箕市の観>
ア 犯 罪行為等に関する尊素
0 対 教師纂力、児と 生 徒問秦力 器物槙曇
脅迫 窃 盤等の犯罪行為に関する事策

O 不 良行為を線り返している事察
いしめ 児 童た侍等に関する事来

○ い じめ行おやいしめ枝書の事崇
○ 児 童を帝事舞
O 宮 殺企国などにより保優が必要な手察

非行策団に関する事素
O 非 行集団に関わっての速法行おの他 集 会
への縁加 い 象等をしている事策

工 薬 物等に関する手策
°
な番紫

等を所や 使 用スはそのおそれが頭若

0 シ スパシ年にBBする章慕
オ

ぁ哲葺其
生能が■野の強曽にようおそれの

°
の歯皆摯翼

無行 脅 lg等の技害に道うおそれ

O 家 出や無断外指を料り返している事案

3 学後書寮連携制度選用の範囲

°連露織農暑営腎撒 漂さ嘉長桜警宋
O す べてではありません。°
津
空霜緑峯書享査墓最題鋒需潔霞舜モぁ鮮

°
と愛督言霊凄繕財唐盆吾揮畿運ゑ盆を手



4 情報収集の範囲

O 学 線は、換撲事業に接当する事案はすべて、
警察に怜佃極供するのですか.

○ す 本てではありません。
O 学 校景が必要性を判断します。
O 学 校のみでは解決が困建で、善秦と遷寄

した指導が必要であると判断された場合に
情報援機されま丸

5 や報提供の範囲

O 挙 凛は 健供事業に験当する事票はすべて
学張におIR握供するのですか。

O 筆 宗零景が必要性を判断しま汽
O 児 童 生 徒の指導 支 接のために学桜と
伸譲を共有したほうが良いと判断された母
合に情報提供します。

O そ の後 字 まからの要締があれば、両者
で支援方法年について観臓し 連 携した文
援活動を開始します。

6 情報提供の時期

O 学 校への市祖提供ほどの時点で行うのです
か 。

0 原 則として 事 案処理後速やかに情報掟
快をしまf.

O 共 犯者がお走申であるなどの母合は 複
査等に文感がなくなった後に情報握供をし
まえ

7 本人 保 護者への通知

O 章 報農供することを本人に通知するのです
か 。

O 情 報提供することを保顧者に通知するので
すか。

0 本 人 採 臨者への通知を行うことを原R」
とします(日頭で司 。

O た だし 児 童店わなど 保 摩者に知らせ
ることで本人に危害が及必危険とがある場
合 本 人に知らせることで 他 者にfE害が
及ぷおそれのある場合、宗出しているなど
本人 保 酸者への通知が不可能な場合など
を除さまれ

8 本人や保陵者が同なしない■合

O 学 後へ情報怪供することを本人や保澄者お(

同意しなかつた培合はどうするのですか。

O 必 すしも、本人 保 趣者の開音を得る必
要はありませムん

0 本 人 保 感者に対 し 学 校へ情報提供す
ることを伝えることが重要です。

O 本 人 保 酸者がキ枝への情報提供をたん
だ尋合でも 必 要性を8め れば字枝に情親
提供し 再 非行防止 立 ち亡り支援を図る
ものとしまえ
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